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はじめに

『Solaris 8 2/04新規機能の概要』では、Solaris™ 8 Updateリリースで追加された機能
について説明します。

注 – Solarisオペレーティング環境は、SPARC®と IA (Intelアーキテクチャ)の 2種類
のハードウェア (プラットフォーム)上で動作します。Solarisオペレーティング環境
は、64ビットと 32ビットの両方のアドレス空間で動作します。このマニュアルで説
明する情報は、章、節、注、箇条書き、図、表、例、またはコード例において特に明
記しない限り、両方のプラットフォームおよびアドレス空間に該当します。

このマニュアルでは、「IA」という用語は、Intel 32ビットのプロセッサアーキテク
チャを意味します。これには、Pentium、Pentium Pro、Pentium II、Pentium II Xeo
n、Celeron、Pentium III、Pentium III Xeon、Pentium 4の各プロセッサ、および
AMD、Cyrixが提供する互換マイクロプロセッサチップが含まれます。

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comSMでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

ただしAnswerBook2™では、ユーザーが入力する文字と画面上のコンピュータ出力
は区別して表示されません。

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]
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� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
� このマニュアルでは、「IA」という用語は、Intel 32ビットのプロセッサアーキテ
クチャを意味します。これには、Pentium、Pentium Pro、Pentium II、Pentium II
Xeon、Celeron、Pentium III、Pentium III Xeonの各プロセッサ、およびAMD、
Cyrixが提供する互換マイクロプロセッサチップが含まれます。
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第 1章

新規機能の概要

『Solaris 8 2/04新規機能の概要』では、Solaris 8 Updateリリースで Solaris 8オペ
レーティング環境に追加された機能について説明します。

『Solaris 8 2/04新規機能の概要』には、次の章が含まれています。

� インストールに関する新規機能
� システム管理に関する新規機能
� ソフトウェア開発に関する新規機能
� デスクトップに関する新規機能

Solaris 8 2/04リリースの新規機能
Solaris 8 2/02リリース以降に追加された機能については、『Solaris 8 2/04ハード
ウェアマニュアル』を参照してください。また、23ページの「デバイスの管理」
の「USBデュアルフレームワーク」も参照してください。

9



アーリーアクセス

説明

Solaris 9のマニュアル

この Updateリリースの新規機能の中には、マニュアルページにしか説明が記載されていないものがあります。
新規機能の詳細については、http://docs.sun.comにある Solaris 9オペレーティング環境に関するマニュア
ルを参照してください。

Solaris 9オペレーティング環境がリリースされるまでは、Solaris 9オペレーティング環境のアーリーアクセスの
ページ http://www.sun.com/solaris/programs/solaris9ea (英語)を参照してください。

ベータ期間中に上記のページから Solaris 9のマニュアルにアクセスすると、制限付きの使用ライセンスに同意す
るかどうかを尋ねるページが表示されます。

Solaris 8アーリーアクセスディレクトリ

Solaris 8 2/04のリリースには、アーリーアクセスソフトウェアを含む EAディレクトリが用意されています。
アーリーアクセス製品は、Solaris Software CD 2 of 2および Solaris DVDの次の場所に置かれています。

../Solaris_8/EA/products

EA/productsディレクトリには、各アーリーアクセス製品を含むサブディレクトリがあります。各製品の詳細
情報については、各サブディレクトリにある READMEを参照してください。
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第 2章

インストールに関する新規機能

この章では、Solaris 8 Updateリリースで追加された、インストールに関する新機能
について説明します。

注 –最新のマニュアルページを参照するには、manコマンドを使用してください。
Solaris 8 Updateリリースのマニュアルページには、「Solaris 8 Reference Manual
Collection」には記載されていない新しい情報も提供されています。

インストール機能

説明 リリース

Solaris 8 DVDからのインストール

Solaris 8 DVDから Solarisオペレーティング環境と追加ソフトウェアをインストールする
ことができます。 DVDインストールでは、Solaris™ Web Startインストールか、カスタ
ム JumpStart™インストールのどちらかを選択できます。Solaris 8 DVDには、Solarisソ
フトウェア、アーリーアクセスソフトウェア、およびマニュアルが含まれています。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

2/02

sysidcfgファイルを使用した Solaris Web Startインストールの実行

Solaris Web Startプログラムの機能拡張により、インストールやアップグレード中にシス
テム情報を構成する際に、sysidcfgファイルを参照できるようになりました。システム
の構成情報を記述した sysidcfgを作成しておけば、Solaris Web Startインストールの
実行中に、システム情報を入力する手間を省くことができます。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

2/02
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説明 リリース

Solaris Web Startプログラムの機能拡張

Solarisのインストールおよびアップグレード中に次の機能が実行できるように、Solaris
Web Startインストールが拡張されました。
� インストール後にシステムを自動的にリブートさせるかどうかを選択する
� インストール後に、CDまたは DVDを自動的に取り出すかどうかを選択する
� ファイルシステムを保存するかどうかを選択する
� IAのみ: fdiskパーティションをカスタマイズする

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

2/02

Solaris Live Upgrade

新しいアップグレード方法として「Solaris Live Upgrade」が追加されました。この方法
を使用すると、オペレーティングシステムをアップグレードするときに通常必要となる
サービス停止の時間を大幅に削減できます。Solaris Live Upgradeは、現在使用中のブー
ト環境を複写して、元のブート環境を実行した状態のまま、複写先のブート環境をアップ
グレードします。複写先のブート環境はシステムがリブートされた時点でアクティブにな
り、新しいブート環境になります。障害が発生した場合は、リブートするだけで元のブー
ト環境に切り換えることができます。このため、テストや評価作業に伴って通常必要とな
るサービス停止を実施する必要がなくなります。

Solaris Live Upgradeは、ブート環境をアップグレードするだけでなく、アクティブでな
いブート環境に Flashアーカイブをインストールできます。システムをリブートすると、
アクティブでないブート環境にインストールされている構成がアクティブになります。

詳細は、『Solaris Live Upgrade 2.0』を参照してください。

10/01

IA: PXEネットワークブート

Intel Pre-boot eXecution Environment (PXE)を使用すると、Device Configuration
Assistant (デバイス構成補助)フロッピーディスクを使用せずに、Solaris IAシステムを
ネットワークから直接ブートできます。この機能を使用するには、IAシステムが PXEを
サポートしている必要があります。PXEを使用可能にするには、PXEをサポートしてい
るシステムの BIOS設定ツールまたはネットワークアダプタの構成設定ツールを使って設
定してください。PXEをサポートしていないシステムでは、Solaris Device Configuration
Assistantフロッピーディスクを使用してください。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

10/01
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説明 リリース

カスタム JumpStartインストール用の新しいブートオプション

カスタム JumpStartインストールの実行時に使用する bootコマンドに新しいオプション
が追加されました。bootコマンドで、インストールに使用する構成ファイルの場所が指
定できるようになりました。HTTPサーバー、NFSサーバー、ローカルメディア上の
ファイルへのパスが指定できます。ファイルへのパスがわからない場合は、マシンがブー
トしてネットワークに接続した後に、インストールプログラムによってパス指定プロンプ
トが表示されるように設定することもできます。

nowinオプションを指定すると、Xウィンドウを使用しないでカスタム JumpStartイン
ストールを起動できます。カスタム JumpStartインストールを Xウィンドウ上で実行す
る必要がない場合は、nowinオプションによって時間を節約できます。

新しいオプションの使用方法については、『Solaris 8のインストール (上級編)』の「カス
タム JumpStartインストールの実行」を参照してください。

7/01

『Solaris 8のインストール (上級編)』の更新

『Solaris 8のインストール (上級編)』が更新されました。新しいバージョンの『Solaris 8
のインストール (上級編)』には、Solaris 8リリースのすべてのインストールマニュアルの
内容が統合されています。
� Solaris 8インストールガイド (SPARC版)
� Solaris 8インストールガイド (Intel版)
� Solaris 8のインストール (上級編)
� Solaris 8のインストール (追補)

更新された『Solaris 8のインストール (上級編)』には、Solarisインストールテクノロジの
新しい機能や既存の機能の拡張に関する記述も追加されています。タスクごとの手順を重
点的に記載し、各手順に関して (存在する場合は)参考資料を示しています。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

7/01

Web Start Flashインストール機能

フラッシュ (Flash)インストール機能を利用することにより、1台のマシン上の Solarisオ
ペレーティング環境のアーカイブを作成し、このアーカイブを多数のマシンに複製できる
ようになりました。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

4/01

システム識別ユーティリティによるデフォルトルーティング

インストール時に、システム識別ユーティリティがデフォルトルーターの決定を自動的に
試みるようになりました。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

4/01

システム識別ユーティリティによる構成

システム識別ユーティリティによって、システム識別中に、システムを LDAPクライア
ントとして構成することができます。Solaris 8 1/01より前のリリースでは、システムを
NIS、NIS+、または DNSクライアントとしてのみ構成可能でした。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

1/01
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アップグレード

説明 リリース

パッチアナライザ

Solaris 8リリースの INSTALLATION CDに含まれる Solaris Web Start 3.0のインストー
ル方法を使用してアップグレードする際にパッチアナライザを利用できます。パッチアナ
ライザは、Solaris 8リリースを Solaris 8 Updateリリースにアップグレードする場合にシ
ステムを解析し、削除またはダウングレードされるパッチを調べます。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

6/00

ソフトウェアの管理とアンインストール

説明 リリース

Solaris Product Registry 3.0

Solaris Product Registryツールの新しいバージョンがリリースされました。Solaris
Product Registry 3.0には、次の新しい機能が含まれています。
� 個々のシステムパッケージをアンインストールできる
� インストールされた、ローカライズバージョンの Solarisシステムソフトウェアが、
「System Software Localizations」フォルダに表示される

� Solaris Web Start Wizards 3.0 APIを使用してインストールしたアプリケーションが表
示される

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

1/01

Solaris Web Startプログラム内のソフトウェアグループの変更

Solaris Web Start 3.0のインストール方法が更新され、ソフトウェアパッケージを追加ま
たは削除することによって、選択した Solarisソフトウェアグループを変更できるように
なりました。

詳細は、『Solaris 8のインストール (上級編)』を参照してください。

1/01
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第 3章

システム管理に関する新規機能

この章では、Solaris 8 Updateリリースで追加された、システム管理に関する新機能
について説明します。

注 –最新のマニュアルページを参照するには、manコマンドを使用してください。
Solaris 8 Updateリリースのマニュアルページには、「Solaris 8 Reference Manual
Collection」には記載されていない新しい情報も提供されています。

ネットワーキング機能

説明 リリース

Sun RPCライブラリの機能拡張

Sun RPCライブラリの非同期プロトコルが拡張されました。トランスポート独立遠隔手続
き呼び出し (Transport Independent Remote Procedure Calls、TI-RPC)に、一方向非同期
メッセージ転送および非ブロック入出力を提供するプログラミングインタフェースが追加
されました。

通信機器業者は、この RPCライブラリ拡張機能を使用して、RPCインタフェースの使用
方法を根本的に変更することができます。この拡張機能は、同期と非同期の両方のプロト
コルを必要とする場合に役立ちます。このライブラリの拡張機能によって、ネットワーク
機器業者が要求する水準の機能と可用性が提供されます。

詳細は、「Solaris 9 Software Developer Collection - Japanese」に含まれている『ONC+開
発ガイド』を参照してください。 Solaris 9のマニュアルを参照する方法については、この
マニュアルの 10ページの「アーリーアクセス」をご覧ください。

2/02
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説明 リリース

Solaris PPP 4.0

Solaris PPP 4.0では、あるシステムが、別の場所にあるシステムと電話回線または専用通
信メディアを介して通信できるようになりました。この PPP (Point-to-Point Protocol、ポ
イントツーポイントプロトコル)実装は、現在普及しているAustralian National
University (ANU) PPPに基づいて、Solaris用に新規に作成されたものです。PPP 4.0は、
特定のファイル群を使用して簡単に構成可能です。また、非同期通信と同期通信の両方を
サポートしており、PAP認証と CHAP認証を提供します。Solaris PPP 4.0の構成は柔軟性
に富んでいるため、ユーザーは各自のリモート通信のニーズに応じて、簡単に PPPをカス
タマイズできます。Solaris PPP 4.0の構成は柔軟性に富んでいるため、ユーザーは各自の
リモート通信のニーズに応じて、簡単に PPPをカスタマイズできます。

Solaris 8 10/01リリースには、Solaris PPP 4.0に加えて Ethernet (PPPoE)を介した PPPが
含まれています。PPPoEを使用すると、PPPセッションに Ethernetを介した「トンネ
ル」を作成できるため、ユーザーは専用の仮想ネットワークを構築できます。PPPoEを使
用したネットワークでは、複数ユーザーが 1つの DSLデバイスを介して 1つのプロバイ
ダに接続することができます。

PPP に関する詳細は、pppd(1m)、chat(1m)、および pppstats(1m) のマニュアル
ページを参照してください。

PPPoE に関する詳細は、pppoed(1m)、pppoec(1m)、 sppptun(1m)、およびsnoop
(1m)のマニュアルページを参照してください。

また、「Solaris 9 System Administration Collection - Japanese」に含まれている『Solaris
のシステム管理 (資源管理とネットワークサービス)』も参照してください。Solaris 9のマ
ニュアルを参照する方法については、このマニュアルの 10ページの「アーリーアクセ
ス」をご覧ください。

使用許諾権の内容については、以下の各ファイルを参照してください。

/var/sadm/pkg/SUNWpppd/install/copyright

/var/sadm/pkg/SUNWpppdu/install/copyright

/var/sadm/pkg/SUNWpppg/install/copyright

7/01。

10/01で更新。

Solarisネットワークキャッシュおよびアクセラレータ (NCA)

Solarisネットワークキャッシュおよびアクセラレータ (Solaris Network Cache and
Accelerator、NCA)には、ソケットインタフェースが追加されました。このインタフェー
スにより、最小限の変更を行うだけで、すべてのWebサーバーが NCAと通信できます。
標準的なソケットライブラリの機能を使用することで、Apache、iPlanet™ Web Server、
ZeusなどのWebサーバーが NCAのパフォーマンスを最大限に活用できます。

NCAの詳細については、『Solarisのシステム管理 (第 3巻)』の「Solaris Network Cache
and Accelerator (NCA)」を参照してください。

7/01
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説明 リリース

Berkeley Internet Name Domain (BIND)

Berkeley Internet Name Domain (BIND)バージョン 8.2.2の新機能には、以下が含まれま
す。
� in.named構成オプション – conf(4)のマニュアルページを参照。
� マルチスレッド化されたアプリケーションで安全に使用できる、リゾルバ (3RESOLV)
インタフェースへの拡張。

� 再構成 in.named の起動と停止に使用される ndc(1M) コマンド、および TSIG と
DNSSECキーの作成に使用される dnskeygen(1M)コマンドの追加。

詳細は、「Solaris 9 System Administrator Collection - Japanese」に含まれている『Solaris
のシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP編)』の DNS
(タスク)の管理に関する説明を参照してください。Solaris 9のマニュアルを参照する方法
については、このマニュアルの 10ページの「アーリーアクセス」をご覧ください。

4/01

sendmailの機能向上

sendmailバージョン 8.10の機能が更新されました。新しいコマンド行オプション、新規
および更新された構成ファイルのオプション、新しく定義されたマクロ、新規および更新
された m4構成マクロ、新規または更新されたコンパイルフラグ、新しい配信エージェン
トフラグ、配信エージェント用の新しい等式、新しい待ち行列機能、LDAPの新しい使用
方法、新しいルールセットの機能、新しいファイルロケーション、新しい組み込み型の
メールプログラム機能などです。

詳細は、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「メールサービス」を参照してください。
『Solaris 8のシステムの管理 (追補)』の「メールサービス」には、mail.localの変更
点、mailstatsの変更点、makemapの変更点も記載されています。

4/01。

7/01で更新。

IPネットワークマルチパス

IPネットワークマルチパスでは、ネットワークアダプタにおけるシングルポイントの障害
からの復旧機能や、トラフィックのスループットの向上をシステムに提供します。Solaris
8 10/00リリースから、ネットワークアダプタにおいて障害が発生し、同じ IPリンクに代
替アダプタが接続されている場合、システムがすべてのネットワークアクセスを障害の起
きたアダプタから代替アダプタへ自動的に切り替えるようになりました。このプロセスに
より、ネットワークへのアクセスの中断を防ぐことができます。また、同じ IPリンクに複
数のネットワークアダプタが接続されている場合、トラフィックを複数のネットワークア
ダプタに分散させることにより、トラフィックのスループットが向上します。

Solaris 8 4/01リリースでは、動的再構成 (DR: Dynamic Reconfiguration)で IPネットワー
クマルチパスを使用して、IPを使用中のユーザーに影響を及ぼすことなく特定のネット
ワークデバイスを切り離すことができます。

Solaris 8 7/01リリースでは、IPMPリブートセーフ機能が追加されました。障害の発生し
た NICが動的再構成 (Dynamic Reconfiguration)によりシステムから取り除かれたり、正
常な NICを挿入する前にリブートが行われた場合、システムはその NICへのインタ
フェースを検出しようとしますが、失敗します。このままではその IPアドレスは失われて
しまいますが、IPMPリブートセーフ機能を使用すると、IPアドレスが IPMPインタ
フェースグループ内の別の NICに転送されます。

詳細は、『IPネットワークマルチパスの管理』を参照してください。

10/00。

4/01、7/01で更新。
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説明 リリース

Mobile Internet Protocol (モバイル IP)

Mobile Internet Protocol (モバイル IP)を使用すると、モバイルコンピュータ (ラップ
トップ、無線通信など)間で情報を転送できます。Solaris 8 6/00リリースから、モバイル
コンピュータは別のネットワークに場所を変更しても、モバイルコンピュータのホーム
ネットワークを通じてアクセスおよび通信できるようになりました。モバイル IPの
Solarisの実装では IPv4だけがサポートされます。

Solaris 8 4/01リリースで、モバイル IPではシステム管理者が逆方向トンネルのセット
アップを行うことが可能になりました。モバイルノードの気付アドレスからホームエー
ジェントへ逆方向トンネルを設定することで、IPデータパケットについてトポロジとして
正しいソースアドレスを確保することができます。逆方向トンネルの使用により、システ
ム管理者はモバイルノードに専用アドレスを割り当てることもできます。

詳細は、『モバイル IPの管理』を参照してください。

6/00。

4/01で更新。

SPARC: LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)が iPlanet Web Serverディレクトリサー
バーでサポートされるようになりました。Solarisクライアントをサポートするよう
iPlanetディレクトリサーバーをセットアップする方法については、『LDAPの設定と構
成』を参照してください。

1/01

Xサーバーの機能

説明 リリース

Xsunサーバーを表示専用で使用

2つの新しいオプションによって、Xsunサーバーを表示専用デバイスとして実行できるよ
うになりました。これらのオプションを使用すると、ユーザーは Solarisウィンドウマネー
ジャをキーボードやマウスなしで実行できます。Xsunサーバーは以下の方法で使用できま
す。
� 表示専用
� マウスおよびキーボード以外の代替入力装置と共に使用
� 表示装置を使用せず、画面外描画をハードウェアで高速化する目的でフレーム
バッファを駆動

2/02
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システムパフォーマンスの向上

説明 リリース

サーバーのパフォーマンス向上

仮想ページと物理ページ、およびこれらのキャッシュ書き込みを制御するアルゴリズムが
拡張されました。これらの拡張により、サーバーにおける一般的なユーザー負荷で、サー
バーのシステムパフォーマンスが約 10%向上します。

1/01

Dynamic Intimate Shared Memory (DISM)

Dynamic Intimate Shared Memory (DISM)により、データベース内の共有データセグメ
ントのサイズを、動的に縮小または拡大できるようになりました。DISMでは、Intimate
Share Memory (ISM)の課題である、構成に失敗する問題や、サービス妨害などのセ
キュリティの脆弱性が解決されています。

ISMとは、ロックされた多数のメモリーページで構成された、共有メモリーの 1セグメ
ントです。ISMに割り当て可能なロックされたページの数は一定です (変更できません)。
これに対して Dynamic ISM (DISM)は、ページング可能な ISM共有メモリーであり、
DISMに割り当て可能なロックされたページの数は可変です (変更できます)。従って
DISMを使用すると、動的再構成中に、システム上の物理メモリーを解放したり、新たに
追加したりすることができます。DISMのサイズは、使用可能な物理メモリーとディスク
のスワップ容量の合計値以内でれば、自由に変更できます。

共有メモリー管理操作に関する詳細は、マニュアルページの shmop(2)を参照してくだ
さい。

1/01

DNLCの機能拡張

機能拡張されたディレクトリ名検索キャッシュ (DNLC)により、大規模なディレクトリ
内のファイルにアクセスするときのパフォーマンスが向上しました。

この機能の使い方については、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「DNLC機能の向
上」を参照してください。

6/00

『Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル』の更新

『Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル』が更新されました。
semsys:seminfo_semmnuパラメータの情報が追加されています。

このマニュアルは、Solaris 8 7/01で更新されました。Solaris 8 1/01リリースから追加さ
れた新しいパラメータ logevent_max_q_szに関する記述が追加されました。ま
た、tcp_slow_start_initialおよび tmpfs:tmpfs_minfreeの 2つのパラメータへの変更について
も記載されています。

詳細は、『Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル』を参照してくだ
さい。

1/01。

7/01で更新。
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システム管理ツール

説明 リリース

動的再構成 (Dynamic Reconfiguration、DR) 3.0

動的再構成 (Dynamic Reconfiguration、DR) 2.0に代わって DR 3.0が導入されました。DR
モデル 3.0では、ドメイン上の DR処理を制御するために、ドメイン構成サーバー dcs
(1M) が使用されています。DR 処理を実行するには、自動動的再構成 (Automated
Dynamic Reconfiguration、ADR)コマンドを使用します。DRを使用すると、サーバーを稼
動させたまま、サーバー上の資源を再構成できます。

DR 3.0には、アプリケーションとの統合を強化するフレームワークが装備されています。
DR 3.0は、再構成調整マネージャ (Reconfiguration Coordination Manager、RCM)と連携
して機能します。これによって、ドメイン上で実行されているデータベース、クラスタ、
ボリューム管理などのソフトウェアの動作を調整しながら、DR処理を行うことができま
す。これらのアプリケーションに、DR処理が行われたときに通知が送られるように登録し
ておくと、ソフトウェアの動作内容が DRにあわせて調整されます。

DR 3.0は、IPMPを使用したマルチパス機能もサポートしています。

詳細は、『Sun Enterprise 10000 Dynamic Reconfigurationユーザーマニュアル』を参照してく
ださい。このマニュアルは、Solarisオペレーティング環境に精通した Sun Enterprise™
10000システムのシステム管理者を対象としています。

10/01
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説明 リリース

Solaris Management Console

Solaris™ Management Console 2.0ソフトウェアは GUIベースの「傘型アプリケー
ション」で、各種の管理ツールの起動ポイントとして機能します。Solaris Management
Consoleは、以下のツールを含むデフォルトのツールボックスとともに使用することで、完
全に機能するようになります:
� プロセス -プロセスを中断、再開、監視、および制御します。
� ユーザー -ユーザーのアカウント、ユーザーのテンプレート、グループ、メーリングリ
スト、管理役割、および権利を、設定し保守します。ともに動作することのできる特定
のアプリケーションを管理したり各ユーザーがどのタスクを実行できるかを管理するた
めに、ユーザーや管理役割に対して権利を与えたり拒否したりします。

� スケジュールされたジョブ -ジョブをスケジュール、起動、および管理します。
� マウントと共有 -マウント情報、共有情報、利用情報を表示および管理します。
� ディスク -ディスクパーティションを作成および表示します。
� シリアルポート -既存のシリアルポートを構成および管理します。
� ログビューア -アプリケーションやコマンド行メッセージを表示し、ログファイルを管
理します。

ディスクレスクライアントも管理することができますが、GUI形式ではなく、コマンド行
からのみ可能です。

Solaris Management Consoleツールボックスエディタの使用により、デフォルトのツール
ボックスにツールを追加したり削除したり、また別のツールのセットを管理するために新
しいツールボックスを作成したりすることができます。

コマンド行インタフェースの使用方法についての詳細は『Solaris 8システム管理 (追補)
』の「Solaris Management Consoleの概要」を参照してください。Solaris Management
Consoleの起動方法については『Solaris 8システム管理 (追補)』の「Solaris Management
Consoleの起動」を参照してください。また、各ツールに関連したヘルプも参照してくださ
い。

1/01
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説明 リリース

WBEM (Web-Based Enterprise Management)

WBEM (Web-based Enterprise Management)には、さまざまなプラットフォームにおける
システム、ネットワーク、デバイスのWebベースでの管理の標準規格が含まれています。
この標準化により、システム管理者は、デスクトップ、デバイス、およびネットワークの
管理を行うことができます。

Solaris 8 10/00 Updateリリースで、CIM Object Managerが使用するシステムプロパ
ティの記述や、新しい Solaris_Printerおよびその他の印刷定義のクラスについての記
述などが追加されました。

Solaris 8 1/01 Updateリリースで、主に以下の事項が追加されました。
� init.wbemコマンドが CIM Object Managerだけでなく Solaris Management Console
サーバーも起動できるようになったことに伴い、init.wbemコマンドの記述が更新さ
れました。

� CIM Object Managerのレポジトリをアップグレードする方法についての節が追加され
ました。

� 「セキュリティの管理」の章が更新され、役割によるアクセス制御 (RBAC)実装するた
めの Solaris Management Consoleについて記述されました。

� ログファイル情報を参照するためのアプリケーションとして、Solaris Management
Consoleログビューアが wbemlogviewerの代わりに導入されました。

� 新しい Solaris_Network1.0.mofファイルおよび Solaris_Users1.0.mofファイ
ルの記述が追加されました。

Solaris 8 4/01 Updateリリースで、主に以下の事項が追加されました。
� Sun WBEM SDK 2.4 - Solaris 8 1/01までは、Sun WBEM SDKが Solaris Management

SDK CDのコンポーネントの 1つとして提供されていました。
Sun WBEM SDK 2.4は CIMイベントモデルを実装します。
Sun WBEM SDKのマニュアルとして、マニュアルページ、 CIM Workshopのコンテキ
ストヘルプ、WBEMアプリケーションプログラミングインタフェースの Javadocリ
ファレンスページ、『Sun WBEM SDK開発ガイド』(AnswerBook™形式)がありま
す。

� 以下の新しいプロバイダが提供されています。
� SNMPプロバイダ
� Product Registryプロバイダ
� パフォーマンスプロバイダ
プロバイダについては、/usr/sadm/lib/wbem/docにある関連するMOFファイルか
ら派生された HTMLファイルに記述されています。

� MOFコンパイラ (mofcomp) -スタンドアロンモード、およびMOFファイルから
XMLへの変換をサポートするように拡張されました。mofcompコマンドに次の 2つの
引数が追加されました。
-xは、MOFファイル中に定義された CIMクラスを XMLに変換します。
-o dirnameは、MOFコンパイラが CIM Object Managerを使用しないスタンドアロ
ンモードで動作するように設定します。

詳細は、『Solaris WBEM Servicesの管理』を参照してください。

10/00。

1/01、4/01で更
新。
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デバイスの管理

説明 リリース

USBデュアルフレームワーク

Solaris 8 2/04のリリースには、USBデュアルフレームワークとして以前の USBフレーム
ワークと新しい USBフレームワークの 2種類が含まれています。新しいフレームワーク
(USBA 1.0)は以前のフレームワークより機能向上していて、高速の USB 2.0デバイスをサ
ポートし、コンピュータの USB 2.0ポートに接続しているデバイスを操作します。以前のフ
レームワークも既存のすべての USBドライバとの互換性のために提供しています。

USBデュアルフレームワークについての詳細は、『Solaris 8 2/04ハードウェアマニュアル
(補足)』の「USBデュアルフレームワーク」を参照してください。

2/04

USBおよび USBオーディオのサポート

Solarisの USBテクノロジと USBオーディオサポートによって、Solarisシステムに追加す
るキーボード、マウスデバイス、プリンタ、オーディオデバイスのコストを低減できま
す。USB Audio 1.0に準拠した USBオーディオデバイスに対するサポートは、SPARCと
Intelの両方のプラットフォームに統合されています。推奨するデバイスの一覧について
は、 http://www.sun.com/io を参照してください。USB Audio ドライバは、新しい
audio mixer(7I) アーキテクチャに基づいています。

詳細は、『USBの管理』を参照してください。USB対応の Sunハードウェアを管理する予
定の Solarisシステム管理者は、このマニュアルを読んで、USBテクノロジとその機能に関
する知識を深めることをお勧めします。

10/01

USBデバイス

Solaris 8 1/01、Solaris 8 4/01、Solaris 8 7/01、Solaris 8 10/01および Solaris 8 2/02のリ
リースでは、一部の SPARCシステムおよび IAシステムで (キーボード、マウスデバイス、
オーディオデバイス、プリンタなど)をサポートするようになりました。

Sun Microsystemsのサポートの一部を以下に示します。
� Solaris 8 10/00、Solaris 8 1/01、Solaris 8 4/01、Solaris 8 7/01、Solaris 8 10/01および

Solaris 8 2/02を使用する Sun Blade™ 100システムおよび Sun Blade 1000システム
は、USBデバイスサポートを提供する

� Sun Ray™システムも USBデバイスをサポートする

詳細は、scsa2usb(7D)のマニュアルページを参照してください。また、『USBの管
理』も参照してください。

1/01

USBプリンタのサポート

Solaris印刷マネージャを使用して、USB (Universal Serial Bus)ポートを備えた SPARCシ
ステムに接続された USBプリンタを設定することができます。詳細は、『Solaris 8のシス
テム管理 (追補)』の「USBプリンタのサポート」を参照してください。

USBの概要については、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「USBデバイスの概要」を
参照してください。

10/00。

1/01、4/01で更
新。
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説明 リリース

Reconfiguration Coordination Manager (RCM)

The Reconfiguration Coordination Manager (RCM)は、システムコンポーネントの動的な除
去を管理するフレームワークです。

システムリソースの動的再構成機能を利用すると、システムが稼動している間でもシステ
ムコンポーネントを構成し直すことができます。この機能は、Solaris 8リリース以降
cfgadmコマンドで利用できるようになりました。

RCMを利用すると、システムリソースの登録と解放をスムーズに行えます。新しい RCM
スクリプト機能を使用すると、アプリケーションを停止したり、動的な再構成の間にアプ
リケーションからデバイスを手際良く解放したりする独自のスクリプトを記述できます。

スクリプトによって登録されたリソースに要求が影響を与える場合、RCMフレームワーク
は再構成要求に応じてスクリプトを自動的に起動します。リソースを動的に除去する場合
は、アプリケーションからリソースを手動で解放しておく必要がありました。あるい
は、-fオプションを指定して cfgadmコマンドを使用して再構成オペレーションを強制す
ることも可能でした。ただし、このオプションはアプリケーションを認識不能な状態のま
まにする可能性があります。また、アプリケーションからリソースを手動で解放すると、
一般にエラーが発生します。

詳細は、『Solaris 8 のシステム管理 (追補)』と rcmscript(4) のマニュアルページを参照
してください。

1/01 (SPARC)。

4/01 (IA)で更新。

Sun Gigaswift Ethernet Driver

Solaris 8 7/01では、Sun Gigaswift 1000Base-T Ethernetドライバへのサポートが追加され
ました。 Sun Gigaswift 1000Base-T Ethernetドライバは、ツイストペア銅線を使用してギ
ガビット Ethernet接続を可能にします。

詳細は、マニュアルページの ce(7D)を参照してください。

7/01

mpプログラムの拡張

mpプログラムの拡張によって、 mp(1)コマンドが X Print Serverのクライアントとして動
作するように変更されました。正しく構成された X Print Serverがホストマシン上で動作し
ている場合、Rmp(1)は X Print Serverがサポートしている印刷用の記述言語で印刷するこ
とができます。新しく導入されたオプション -Dおよび -Pを使用すると、mp(1)が X
Print Serverのクライアントとして動作するように設定することができます。

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「プリントフィルタ mp(1)の拡張」を参
照してください。

4/01

動的再構成に関する新しいエラーメッセージ

システム管理者が、構成したスワップ領域や専用ダンプデバイスなどのシステムリソース
を削除する際の問題に対処できるように、動的再構成に関する新しいエラーメッセージが
追加されました。

動的再構成についての詳細は、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「新しい動的再構成の
エラーメッセージ」を参照してください。

1/01
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サーバーとクライアントの管理

説明 リリース

ダイナミックホスト構成プロトコル (DHCP)

ダイナミックホスト構成プロトコル (Dynamic Host Configuration Protocol、DHCP)サー
ビスを使用すると、ホストシステムは、ブート時にネットワークサーバーから IPアドレス
とネットワーク構成情報を受け取ることができます。Solaris DHCPサービスは、以下に示
すさまざまな機能拡張により、さらに多数のクライアントをサポートできるようになりま
した。
� マルチスレッド機能の導入。これにより、複数のクライアントに同時にサービスを提供
できる

� 新しいバイナリファイルベースのデータストアの採用。従来のASCIIファイルおよび
NIS+データストアに比べて、より多くのクライアントをより高速なアクセスでサポー
トできる

� サーバーのマルチスレッド機能をサポートするために、ファイルおよび NIS+データス
トアへのアクセスを再設計

� Sun以外のベンダーがコードモジュールを作成できるように、データアクセスアーキテ
クチャを変更。これにより、任意のデータサービスを使用して DHCPデータを保存で
きる

上記に加えて、Solaris DHCPサーバーでは動的な DNS更新が可能になりました。このた
め DHCPサービスでは、特定のホスト名を要求する DHCPクライアントのホスト名を使用
して、DNSサービスを更新できます。

Solaris DHCPクライアントは、特定のホスト名を要求して構成できるようになりました。

詳細については、『Solaris DHCPの管理』を参照してください。

7/01

Diskless Client Management

Diskless Client Managementがコマンド行から利用できるようになりました。ディスクレス
クライアントの管理、ディスクレスクライアント用の OSサーバーのリスト表示、およびす
べての既存のディスクレスクライアントについてのパッチの管理を行うことができます。

ディスクレスクライアントの管理についての詳細は、『Solaris 8のシステム管理 (追補)
』の「ディスクレスクライアントの管理」を参照してください。

1/01
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セキュリティの向上

説明 リリース

役割によるアクセス制御 (RBAC)

役割によるアクセス制御 (Role-Based Access Control、RBAC)データベースが、Solaris
Management Consoleグラフィカルインタフェースで管理できるようになりました。1つの
権利に他の権利を含めることもできるようになりました。権利は、デフォルトで
policy.confファイルで割り当てることができます。

詳細は、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「役割によるアクセス制御」を参照してくだ
さい。

1/01

SPARC:スマートカードの管理

SPARC:『Solarisスマートカードの管理』が Solaris 8 1/01リリースで更新されました。内
部カードリーダーのセットアップについての情報が追加されました。また、スマートカー
ドのセットアップをより容易にするために、スマートカードサポートのためのセット
アップ手順が効率化されています。

Solaris 8 4/01リリースで、以前のバージョンで技術的に不正確であった箇所が修正されま
した。また、スマートカードのセットアップに必要なタスクについて記載した章が追加さ
れました。このほかに、デフォルトのスマートカードプロパティが、使用するセキュリ
ティ環境の要件を満たしていない場合に必要となる、追加の構成タスクについて記述した
章も追加されています。

詳細は、『Solarisスマートカードの管理』を参照してください。

1/01。

4/01で更新。

Generic Security Services Application Programming Interface (GSS-API)

GSS-API (Generic Security Service Application Programming Interface)は、セキュリティの
フレームワークです。GSS-APIを使用すると、アプリケーションは転送するデータを保護
できます。GSS-APIは認証、整合性、および機密性のサービスをアプリケーションに提供
します。このインタフェースを使用すると、各アプリケーションはセキュリティに関して
全般的に「汎用」になります。つまり、どのような実際のプラットフォーム (Solarisプ
ラットフォームなど)やセキュリティ機構 (Kerberosなど)が使用されるかを知る必要があ
りません。これは、GSS-APIを使用するアプリケーションの移植性が高くなることを意味
します。

詳細は、『GSS-APIのプログラミング』を参照してください。

6/00
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ファイルシステムの機能向上

説明 リリース

UFS直接入出力の並行処理の向上

通常の UFSファイルへの読み取りアクセスおよび書き込みアクセスの並行処理が可能にな
り、データベースアプリケーションがバッファ処理されていないファイルシステムデータ
にアクセスするために使用する直接入出力のパフォーマンスが向上しました。

直接入出力の並行処理についての詳細は、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「UFS直
接入出力の並行処理の向上」を参照してください。

1/01

UFSスナップショット (fssnap)

ファイルシステムのマウント中にファイルシステムのバックアップを行うために、新しい
fssnapコマンドが UFSスナップショットで提供されるようになりました。スナップ
ショットは、バックアップ処理のためのファイルシステムの一時的イメージです。これま
では、ufsdumpコマンドを使用する際は、バックアップ中にファイルシステムをアク
ティブでない状態にするためにシステムをシングルユーザーモードにしておくことが推奨
されていました。

UFSスナップショットについての詳細は、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「UFSス
ナップショットの作成」を参照してください。

1/01

mkfsコマンドの更新

mkfsコマンドが更新され、ファイルシステムを作成する際のパフォーマンスが向上しま
した。これにより、mkfsのパフォーマンスは、以前の Solarisリリースの 10倍の速さに
なることもあります。mkfsコマンドのパフォーマンスの向上は、大規模ファイルシステ
ムと小規模ファイルシステムのどちらの作成時にも見られます。特に大容量のシステムや
高速ディスクで一番顕著に見られます。

詳細は、「Solaris 9 System Administrator Collection - Japanese」に含まれている『Solaris
のシステム管理 (基本編)』を参照してください。Solaris 9のマニュアルを参照する方法に
ついては、このマニュアルの 10ページの「アーリーアクセス」をご覧ください。

1/01
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リムーバブルメディアの管理

説明 リリース

リムーバブルメディアの管理の向上

リムーバルメディア管理が、DVD-ROM、Zipドライブ、Jazドライブ、CD-ROM、フ
ロッピーディスクなどのリムーバルメディアを完全にサポートするようになりました。こ
の機能の使い方については、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「リムーバブルメ
ディアの管理」を参照してください。

6/00。

10/00で更新。

システムリソースの機能向上

説明 リリース

アカウンティングの拡張

アカウンティングの拡張によって、一般的なアカウンティングデータのグループを表す、
新しい可変長の汎用アカウンティングファイル形式が導入されました。また、カーネルが
さまざまなアカウンティングファイルに記録されたリソースの使用状況を構成する機能も
導入されました。

この機能の使い方については、『Solaris 8のシステム管理 (追補)』の「アカウンティング
機能の拡張」を参照してください。

6/00

28 Solaris 8 2/04新規機能の概要 • 2004年 2月



第 4章

ソフトウェア開発に関する新規機能

この章では、Solaris 8 Updateリリースで追加された、開発者向きの新機能について
説明します。

注 –最新のマニュアルページを参照するには、manコマンドを使用してください。
Solaris 8 Updateリリースのマニュアルページには、「Solaris 8 Reference Manual
Collection」には記載されていない新しい情報も提供されています。

開発ツール

説明 リリース

WBEMのプロセス指示

WBEMのイベントメカニズムが拡張されました。Common Information Model (CIM)
を使用したプロセス指示により、機器プロバイダは、CIM内のクラス宣言によって事前
に定義されている組み込みイベントに加えて、自社独自のイベントクラスを登録できる
ようになりました。独自のクラスを使用すると、CIMですでにモデル化されているクラ
スの生成、削除、アクセス、変更、およびメソッド呼び出しでは表現できなかったイベ
ントを生成できるようになります。この機能によって、既存のイベントサポートがより
強化されました。

詳細は、Solaris 9 Software Developer Collection - Japaneseに含まれている『Solaris
WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。Solaris 9のマニュアルを参照する方法
については、このマニュアルの 10ページの「アーリーアクセス」をご覧ください。

2/02
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説明 リリース

代替マルチスレッドライブラリ

Solaris 8 2/02リリースには、パフォーマンスと信頼性が改善された、よりシンプルな代
替マルチスレッドライブラリが含まれています。

詳細は、マニュアルページの threads.3thrおよび Solaris 9 Software Developer
Collection - Japaneseに含まれている『マルチスレッドのプログラミング』を参照して
ください。Solaris 9のマニュアルを参照する方法については、このマニュアルの
10ページの「アーリーアクセス」をご覧ください。

2/02

SPARC:クラスタ上のリモート共有メモリーへのアプリケーションインタフェース

Sun™ Cluster環境を有効活用するアプリケーションは、クラスタ上のリモート共有メモ
リーへのインタフェースの恩恵を受けることができます。この新しいリモート共有メモ
リーAPIを使用してアプリケーションをプログラミングすると、高速クラスタ相互接続
を介してメッセージをやりとりするときの、アプリケーションの待ち時間を短縮できま
す。このようにアプリケーションを設計すると、クラスタ化された構成であれば、イベ
ントへの応答に必要な時間を大幅に削減できます。このAPIを使用するには、Sun
Cluster 3.0がインストールされている必要があります。また、開発者には、アプリケー
ションで使用するインタフェースを変更するための知識と技術が必要です。

「SunOS Reference Manual (3) : Extended Library Functions」の librsm(3LIB)およ
び section (3RSM) のマニュアルページに RSM に関する記述が含まれています。

10/01

ダイナミックホスト構成プロトコル (DHCP)

ダイナミックホスト構成プロトコル (Dynamic Host Configuration Protocol、DHCP)
サービスを使用すると、ホストシステムは、ブート時にネットワークサーバーから IPア
ドレスとネットワーク構成情報を受け取ることができます。以前のリリースでは、
DHCP構成データはテキストファイルまたは NIS+にしか保存できませんでした。この
リリースでは、Solaris DHCPサービスでのデータアクセスが再設計され、モジュール化
されたフレームワークを使用できるようになりました。Solaris DHCPのAPIを使用す
ることで、DHCPデータを保存する各種のデータ記憶ファシリティをサポートする共有
オブジェクトを作成できます。

『Solaris DHCPサービス開発ガイド』には、Solaris DHCPが使用するデータアクセス
フレームワークの概要、開発者向けの一般的なガイドライン、および、新しいデータス
トアをサポートするモジュールの作成に使用するAPI機能の一覧が記載されています。

7/01

sendfileシステムコールのベクトル版: sendfilev()

sendfileシステムコールのベクトル版である sendfilev()を使用すると、アプリケー
ションのバッファやファイルからデータを送るときのパフォーマンスが向上します。た
とえばWebのパフォーマンスの場合、Webサーバーは、SSIサーバーサイドインクルー
ドだけでなくヘッダー、データ、トレイラも含めた HTTP応答を、1つのシステムコー
ルで構築できます。sendfilevによって、さまざまなファイルから複数のチャンクを
応答として返すための仕組みが提供されるため、NCAのパフォーマンスが最適化され
ます。

詳細は、sendfilev(2)のマニュアルページを参照してください。

7/01
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説明 リリース

appcertユーティリティによるファイルの Solaris ABI準拠の検証

appcertユーティリティは、オブジェクトファイルの Solaris ABIへの準拠を検証しま
す。Solaris ABIに準拠していると、Solarisソフトウェアの今後のリリースに対するアプ
リケーションの互換性が大幅に向上します。

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「appcertの使用」を参照してくださ
い。

4/01

Sun WBEM Software Developer’s Toolkit (SDK)

Web-Based Enterprise Management (WBEM)では、複数のプラットフォーム上のシステ
ム、ネットワーク、およびデバイスをWebベースで管理するための標準が提供されて
います。Sun WBEM Software Developer’s Toolkit (SDK)では、ソフトウェア開発者は、
Solarisオペレーティング環境におけるリソースを管理する、標準ベースのアプリケー
ションの作成が可能になります。また、開発者はこのツールキットを使用して、データ
にアクセスするときに管理対象のリソースと通信するプログラムである、プロバイダを
作成することもできます。Sun WBEM SDKには、CIM (Common Information Model)
のリソースの記述や管理を行うためのクライアントAPI、および管理対象リソースの動
的データの取得や設定を行うためのプロバイダAPIが含まれています。また、Sun
WBEM SDKでは、システム上で管理対象リソースの作成や表示を行うための Javaアプ
リケーションである CIM WorkShop、およびWBEMのクライアントプログラムとプロ
バイダプログラムのサンプル集も提供しています。

詳細は、『Sun WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。

4/01

SPARC:『マルチスレッドのプログラミング』の更新

『マルチスレッドのプログラミング』が更新され、バグ ID 4308968、4356675、4356690
が更新されました。

詳細は、『マルチスレッドのプログラミング』を参照してください。

1/01
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説明 リリース

『リンカーとライブラリ』の更新

『リンカーとライブラリ』が更新され、新しい機能が追加されました。Solaris 8 10/00
リリースでの更新事項
� 実行時リンカーが環境変数 LD_BREADTHを無視します。「初期設定および終了ルー
チン」の節を参照してください。

� 実行時リンカーおよびそのデバッガインタフェースが拡張され、実行時解析とコア
ファイル解析の性能が向上しました。この拡張は、新しいバージョンナンバーで識
別することができます。「エージェント操作」の節を参照してください。この更新
により、rd_loadobj_t構造体の rl_flags、rl_bend、および rl_dynamic

フィールドが拡張されました。「読み込み可能オブジェクトの走査」の節を参照し
てください。

� ディスプレイスメント再配置されたデータがコピー再配置で使用されるか、使用さ
れる可能性があることを検査する機能が提供されるようになりました。「ディスプ
レイスメント再配置」の節を参照してください。

� 64ビットフィルタが、リンカーの -64オプションを使用してマップファイルから単
独で構築できるようになりました。「標準フィルタの生成」の節を参照してくださ
い。

� $ORIGIN動的文字列トークンの拡張がなぜセキュアアプリケーション内に限定され
るのかの説明が追加されました。「セキュリティ」の節を参照してください。

� 動的オブジェクトの依存関係の検索に使用される検索パスを、dlinfo(3DL)を使
用して調べることができるようになりました。

� dlsym(3DL)と dlinfo(3DL)検索の方法が新しいハンドル RTLD_SELFによって
拡張されました。

� 動的オブジェクトの再配置に使用される実行時シンボル検索メカニズムは、各動的
オブジェクト内に直接結合情報を確立することによって、大幅に削減されるように
なりました。「外部結合」と「直接結合」の節を参照してください。

10/00。

1/01、7/01で更新。

Solaris 8 1/01リリースでの更新事項
� dladdr(3DL)から入手できるシンボリック情報が、dladdr1()の導入により拡張
されました。

� 動的オブジェクトの $ORIGINが dlinfo(3DL)から入手できます。
� crle(1)で作成された実行時構成ファイルの管理が、構成ファイルの作成に使用さ
れたコマンドラインオプションの表示によって簡単になりました。また、拡張機能
も利用できます (-uオプションを参照)。

� 実行時リンカーおよびデバッガインタフェースが拡張され、プロシージャリンク
テーブルエントリの解決を検出できるようになりました。この拡張は、新しいバー
ジョンナンバーで識別することができます。「エージェント操作」の節を参照して
ください。この更新により rd_plt_info_t構造体が機能拡張されます。「プロ
シージャのリンクテーブルのスキップ」の節を参照してください。

� 新しい mapfileセグメント記述子 STACKを使用してアプリケーションスタックを
非実行可能ファイルに定義することができます。「セグメントの宣言」の節を参照
してください。
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説明 リリース

7/01リリースでの更新事項
� 使用されていない依存関係を、ldd(1)を使用して検出できるようになりました (-u
オプションを参照)。

� 各種の ELF ABI拡張が追加され、関連するマニュアルが更新されました。『リン
カーとライブラリ』の「セクションの初期設定と終了」、「初期設定および終了
ルーチン」、表 6、表 9、表 16、表 17、「セクショングループ」、表 19、表24、
表 45、表 46、「プログラムの読み込み (プロセッサ固有)」を参照してください。

� リンクエディタ固有の環境変数に _32および _64の 2つの接尾辞が使用可能になり
ました。これにより、環境変数がより柔軟に使用できます。詳細については、『リ
ンカーとライブラリ』の「環境変数」を参照してください。

詳細は、『リンカーとライブラリ』を参照してください。

『システムインタフェースツール』の更新

『システムインタフェース』が更新され、バグが修正されました。このリリースでは、
テキストやソースコード例のタイプミスがいくつか修正されています。

詳細は、『システムインタフェース』を参照してください。

6/00

言語サポート

説明 リリース

中国語の GB18030-2000ロケールのサポート

Solarisプラットフォームでは、GB18030-2000の全文字セット (約 30,000文字)の入
力、表示、および出力が可能になりました。これにより、Solaris上で実行されるすべて
のアプリケーションで、より広い範囲の中国語文字が使用可能になります。使用可能な
グリフは主に漢語ですが、エンコーディングにはチベット、魏、李、モンゴルなどの少
数民族の言語も含まれています。

このリリースの GB18030-2000サポートには、Unicodeといった別のコードセットへの
変換だけでなく、以前の中国語コードセット (GBKおよび GB2312)への下位互換性も装
備されています。Solaris開発者は、新しいエンコーディングを使用するために、従来の
手順を変更する必要はありません。GB18030-2000サポートは、標準ツールキットで使用
できます。

GB18030-2000サポートを必要とする Javaアプリケーションの詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.4で J2SE™を参照してください。

詳細は、Solaris 9 Software Developer Collection - Japaneseに含まれている『国際化対応
言語環境の利用ガイド』を参照してください。 Solaris 9のマニュアルを参照する方法に
ついては、このマニュアルの 10ページの「アーリーアクセス」をご覧ください。

2/02
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説明 リリース

Unicodeサポートの拡張

File System Safe Universal Transformation Format (UTF-8)は、X/Openによって
Unicodeの複数バイト表現として定義されているエンコード方式です。UTF-8は、ヨー
ロッパおよびアジア言語に対応する、従来の Solarisのシングルバイトおよび複数バイト
ロケールで使用できた文字をほぼ網羅します。Solaris 8 10/00リリースでは、ロシア語
およびポーランド語対応の UTF-8ロケールと、カタロニア語対応の 2つの新しいロケー
ルが追加されました。Solaris 8 4/01リリースでは、トルコ語の UTF-8コードセットとロ
シア語の UTF-8コードセットが、既存の東ヨーロッパのロケールの表に追加されまし
た。

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「ヨーロッパ言語版 Solarisソフト
ウェア用に追加された部分ロケール」を参照してください。

10/00。

4/01で更新。

プリントフィルタ拡張機能 : mpプログラム

mpプログラムは、さまざまな Solarisロケールの国際テキストファイルを受け付け、指定
されたロケールに合った出力を行います。出力には、双方向のテキストレンダリングな
どの正確なテキストレイアウトも含まれます。また、mpでは複合テキストレイアウト
(CTL)としてのレイアウトもサポートされています。各ロケールの mpに対するシステム
フォント構成によっては、PostScript™の出力ファイルに、Solarisシステム上のスケーラ
ブルフォントやビットマップフォントのグリフイメージを組み込めます。

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「プリントフィルタ mp(1)の拡張」を
参照してください。

4/01

タイ語境界解析

アジア言語用のテキスト境界解析フレームワークが Solaris 8 1/01のリリースに追加され
ました。このフレームワークにより、CDEアプリケーションおよびMotifライブラリ
は、すべてのロケールで正しくロケール固有のテキスト境界を解析できるようになりま
した。この機能が実装された CDEライブラリとMotifのライブラリは、libXm.so.4に
含まれています。テキスト境界解析モジュールとは、タイ言語の文章内で、単語と単語
の区切りを正しく認識できるようにするための新しい機能です。タイ語ロケールでは、
単語間の境界の識別を行うMotifウィジェットがサポートされるようになりました。

タイ語に関する詳細は、『国際化対応言語環境の利用ガイド』を参照してください。

1/01
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デバイスドライバの作成

説明 リリース

フレームバッファ電源管理

テープドライブやフレームバッファなどのデバイスの中には、ドライバが切り離された
ときに電力供給が低下しないように設定しなければならないものがあります。新しいイ
ンタフェース ddi_removing_power(9F)は、ある処理が中断された場合に、デバイス
への電力供給が失われるかどうかを検査します。また、デバイスに新しいプロパティ
no-involuntary-power-cyclesを指定すると、そのデバイスへの電力供給が突然止
まってしまわないように設定できます。

電源管理に関する詳細は、ddi_removing_power(9F) および no-involuntary-
power-cycles(9P)のマニュアルページを参照してください。

10/01

SPARC:ドライバ強化テストハーネス

ドライバ強化テストハーネスは、Solarisデバイスドライバの開発ツールです。開発中の
ドライバがハードウェアにアクセスするときに、テストハーネスによってハードウェア
障害のさまざまなシミュレーションが投入されます。この障害投入テストハーネスは、
SPARCベースのデバイスドライバの耐性をテストします。

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「ドライバ強化のテストハーネス」を
参照してください。

4/01

高可用性ドライバの記述

「高可用性ドライバ」の節では、ドライバの強化およびサービス利用可能性の確保に
よって高可用性をサポートするドライバの設計方法について、詳しく説明しています。
これは、Solaris 8の『Writing Device Drivers』の内容を補足するものです。

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「高可用性ドライバ」を参照してく
ださい。

10/00

Generic LANドライバ (GLD)

Generic LANドライバ (GLD)を使用すると、Solarisネットワークドライバに必要な
STREAMSおよび Data Link Provider Interface (DLPI)機能の大部分を実装できます。
Solaris 8 10/00より前のリリースでは、GLDモジュールを利用できるのは、Solarisの
Intel版ネットワークドライバに限定されていました。Solaris 8 10/00からは、Solarisの
SPARC版ネットワークドライバでも GLDを利用できます。

Solaris 8 4/01リリースで、GLDはバグ修正により更新されました。

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「ネットワークデバイス用のドライ
バ」を参照してください。

10/00。

4/01で更新。
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Javaリリース

説明 リリース

Java 2 SDK, Standard Edition v. 1.2.2_10

The Java™ 2 SDK 1.2.2_10は、最新のバグ修正が施されたリリースです。Java 2 SDK 1.2に
関する詳細は、次のWebサイトで参照できます。
http://java.sun.com/products/jdk/1.2/ReleaseNotes.html

2/02

Java 2 SDK, Standard Edition v. 1.3.1

Java™ 2 SDK Standard Edition (J2SE™) v 1.3.1は、J2SE 1.3.0で見つかったバグの修正を含
むメンテナンスリリースです。J2SE 1.3.1で修正された主要なバグの一覧は、次のWebサイ
トで参照できます。
http://java.sun.com/j2se/1.3/fixedbugs/1.3.1/BugIndex.html

10/01
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説明 リリース

Java 2 SDK, Standard Edition v. 1.3.0

J2SE 1.3.0としても知られている Java 2 SDK Standard Editionバージョン 1.3.0は、Java 2
SDKのアップグレードリリースです。J2SEリリースには、次の新機能や拡張機能が組み込
まれています。
� パフォーマンスの向上

Java HotSpot™技術と最適化された実行時ライブラリにより、J2SE 1.3.0は今までで最
も高速な Javaプラットフォームとなっています。

� より簡単なWebへの展開
アプレットのキャッシュやオプションパッケージの自動インストールなど、J2SE 1.3.0
の Java Plug-Inコンポーネントによる機能が新たに追加されたため、プログラムをWeb
上で表示するときの速度や柔軟性が向上しました。

� 企業レベルでの相互運用性
J2SE 1.3.0に RMI/IIOPと Java Naming and Directory Interface™が追加されたため、
Java 2プラットフォームの相互運用性が向上しました。

� セキュリティの強化
RSA電子署名、動的信用管理、X.509証明書、Netscape™署名ファイルの検証が新たに
サポートされたため、開発者はさまざまな手段で電子データを保護できるようになりま
した。

� Javaサウンド
J2SE 1.3.0には強力なサウンドAPIが新たに提供されています。これまでのプラット
フォームのリリースでは、オーディオのサポートがオーディオクリップの基本的な再生
に限定されていました。このリリースでは、低レベルのオーディオサポートに対する標
準のクラスやインタフェースが、Java 2プラットフォームによって定義されました。

� 拡張されたAPIと開発しやすさの向上
開発側からの要望に応えて、J2SE 1.3.0は Java 2プラットフォームに多彩な機能を追加
しています。追加された機能によって、プラットフォームの機能性がさらに向上し、一
層強力なアプリケーションが開発できるようになりました。また、新規の機能の多く
は、開発工程の短縮や効率化を実現する機能です。

J2SEの改善点の詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「Java 2 SDK Standard
Editionバージョン 1.3.0」を参照してください。

4/01

Java 2 SDK, Standard Edition v. 1.2.2_07a

J2SE 1.2.2_07aでは、J2SE 1.2.2シリーズの前回のリリースで見つかったバグが修正されて
います。J2SE 1.2.2_07aでの重要なバグ修正に、J2SE 1.2.2_05で発生したパフォーマンスの
低下に対する修正があります。J2SE 1.2.2_07aにおけるバグ修正の詳細は、
http://java.sun.com/j2se/1.2/ReleaseNotes.htmlを参照してください。

4/01

Java 2 SDK 1.2.2_06および JDK 1.1.8_12

Java 2 SDK 1.2.2_06および JDK™ 1.1.8_12が、前回リリースのバグ修正により改良されま
した。

1/01
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説明 リリース

Java 2 SDK 1.2.2_05a

The Java 2 SDK 1.2.2_05aには、次の新機能が含まれます。
� スケーラビリティの向上 (20以上の CPUに対応)
� JIT (just-in time)コンパイラの最適化の向上
� テキストレンダリング性能の向上
� pollerクラスのデモパッケージ
� Swingの向上

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「Java 2 SDK Standard Editionバー
ジョン 1.2.2_07aと以前のリリース」を参照してください。

10/00

32ビット: Java Servletのサポート

mod_jservモジュールおよび関連ファイルの追加によって、Apache Webサーバーで Java
Servletがサポートされるようになりました。

詳細は、『Solaris 8のソフトウェア開発 (追補)』の「Apache Webサーバーにおける Java
Servletのサポート」を参照してください。

10/00
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第 5章

デスクトップに関する新規機能

この章では、Solaris 8 Updateリリースで Solaris 8オペレーティング環境に追加され
た、デスクトップの新機能について説明します。

注 –最新のマニュアルページを参照するには、manコマンドを使用してください。
Solaris 8 Updateリリースのマニュアルページには、「Solaris 8 Reference Manual
Collection」には記載されていない新しい情報も提供されています。

ウィンドウマネージャの機能の拡張

説明 リリース

グラフィカル・ワークスペース・マネージャ

グラフィカル・ワークスペース・マネージャはすべてのワークスペースをグラフィカルに
表現するものであり、ボタンを押すことによりワークスペース間を移動したり、アプリ
ケーションをワークスペース間でドラッグ &ドロップしたりすることができます。
Solaris 8 4/01リリースからは、表示できるワークスペースの数は 9つに限られることは
なくなりました。また、「グラフィカル・ワークスペース・マネージャのオプション」
ダイアログボックスが追加され、さらに多くの表示オプションが提供されるようになりま
した。

詳細は、『Solaris 8デスクトップユーザーズガイド (追補)』の「グラフィカル・ワークス
ペース・マネージャ」を参照してください。

6/00。

4/01で更新。
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説明 リリース

ワークスペース・マネージャ

「ワークスペース・マネージャ制御」で、ワークスペースの動作および数の制御にグラ
フィカルユーザーインタフェース (GUI)が提供されるようになりました。スライダを使
用してワークスペースを追加や削除することができます。また、フロントパネルの「ワー
クスペース・スイッチ領域 (Workspace Switch Area)」でグラフィカル・ワークスペー
ス・マネージャを表示することもできます。

詳細は、『Solaris 8デスクトップユーザーズガイド (追補)』の「ワークスペース・マネー
ジャ制御」を参照してください。

4/01

ウィンドウリスト

ウィンドウリストは、現在動作しているすべてのアプリケーションのリストを表示しま
す。ウィンドウリストによって、ユーザーはマウスボタンをクリックするだけで、あら
ゆるアプリケーションを (他のワークスペースにあるものでも)見つけることができま
す。また、ウィンドウリストでは選択したアプリケーションのグループに対してまとめ
てウィンドウアクションを実行することも可能です。 Solaris 8 4/01リリースからは、
「ワークスペース」カラムを表示するか表示しないかを選択できるようになりました。

詳細は、『Solaris 8デスクトップユーザーズガイド (追補)』の「ウィンドウリスト」を参
照してください。

6/00。

4/01で更新。

他のデスクトップ機能

説明 リリース

sdtaudioでのステレオ表示

ステレオ表示機能によって、デスクトップユーザーは個々のチャネルから送られたデータ
を参照できるようになりました。これまでは、すべてのチャネルからのデータが平均化さ
れ、 1つの波形として表示されていました。さらに、オーディオツールの「録音」インタ
フェースで制御できる録音パラメータの数が増え、デスクトップ上でオーディオファイル
のフォーマットに関する説明が表示できるようになりました。

ビデオおよびオーディオの機能に関する詳細は、Solaris 9 User Collection - Japaneseに含
まれている『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
Solaris 9のマニュアルを参照する方法については、このマニュアルの 10ページの「アー
リーアクセス」をご覧ください。

10/01
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説明 リリース

sdtaudioおよび sdtaudiocontrolへの、再生専用/録音専用デバイスに対するサポー
トの追加

従来の CDEオーディオツールは、「サポートされているオーディオデバイスは、再生と
録音の両方をサポートしている」というフレームワークで動作していました。しかし、サ
ポート対象のオーディオデバイスのタイプが増えたことにより、再生専用や録音専用のデ
バイスもサポート対象となりました。そこで、これらを区別するために、個々のデバイス
に関する説明を表示する機能が追加されました。ユーザーは、この説明を読みながらス
ムーズにデバイスを選択できます。

ビデオおよびオーディオの機能に関する詳細は、Solaris 9 User Collection - Japaneseに含
まれている『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
Solaris 9のマニュアルを参照する方法については、このマニュアルの 10ページの「アー
リーアクセス」をご覧ください。

10/01

Energy Star標準

X11R6.4で標準となっている Display Power Management Signaling (DPMS)に、Frame
Buffer Power Management (FBPM)が拡張されました。この拡張は米国政府の Energy
Starプログラム要件を満たすために追加され、Energy Star準拠のハードウェアにのみ適
用されるものです。

詳細は、「ソフトウェア開発に関する新規機能」の「フレームバッファ電源管理」の説明
を参照してください。

10/01

IA: 2ボタンマウスでの 3ボタンマウスの構成

Intel版 Solaris 8 4/01リリースから、kdmconfig(1M)ユーティリティはデフォルトで 2
つボタンのマウス (2ボタンマウス)を 3つボタンのマウス (3ボタンマウス)として構成す
るようになりました。2ボタンマウスで中ボタン機能を実装するには、左右のボタンを同
時に押してください。この実装を解除するには、kdmconfigユーティリティが表示する
リストから「3ボタン実装なしの 2ボタンマウス」を示すエントリを選択します。2ボタ
ンマウスが 3ボタンマウスとして実装されていることは、3ボタンマウスを想定したアプ
リケーションを使用したときにわかります。2ボタンマウスの右ボタンをクリックする
と、以前は Button-2イベントが生成されていましたが、現在は Button-3イベントが生成
されます。

4/01

電子メールへの複数ファイルの追加

この機能により、電子メールに複数のファイルを添付する際に「メールプログラム -ア
タッチメント -追加」ダイアログボックスを開いたままにしておくことができるようにな
りました。これにより、「アタッチメント」メニューから「ファイルの追加」を何度も選
択する必要がなくなります。

詳細は、『Solaris 8デスクトップユーザーズガイド (追補)』の「電子メールへの複数
ファイルの追加」を参照してください。

1/01
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説明 リリース

リムーバブルメディア・マネージャ

リムーバブルメディア・マネージャは、リムーバブルデバイスへのアクセスを 1つの
ウィンドウで集中管理します。ユーザーはリムーバブルメディア (着脱式媒体)のフォー
マット、属性の照会、ディレクトリ構造の表示、および該当する場合はスライスの管理を
行うことができます。

詳細は、『Solaris 8デスクトップユーザーズガイド (追補)』の「リムーバブルメディア」
を参照してください

6/00。

10/00で更新。
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